
そうだ
ワン！

補助
金を
活用

して

雪下ろ
しの不

安を解
消しよ

う！

克雪住宅普及促進事業補助金ガイドブック

長野県北信建設事務所
〒383-8515 長野県中野市大字壁田955

TEL.0269-23-0220　FAX.0269-28-0770

快適
だニ
ャ

※記載の内容は令和元年度版のものです。



長野県と雪
縦に長い長野県は地域によって積雪に違いがあります。

特別豪雪地帯　10（2市2町6村）

豪  雪  地  帯　10（7市1町2村）

長野県内の豪雪地帯

その他
33人（9％）

不明・その他
24人（8%）

家屋倒壊
12人（3％）

※人数はH24～28年度の全国死亡者の５ヶ年の合計
過去5年間の雪害による死亡事故発生時の状況

屋根の雪下ろし等、
除雪作業中
282人（75%）

65歳以上
213人（76%）

落雪
34人（9%）

雪崩
13人（4%）

65歳未満
69人（24%）

屋根転落
107人（38%）

はしご転落
13人（5%）

水路転落
51人（18%）

その他高所転落
2人（1%）

［除雪作業中の死者の年齢］

［除雪作業中の死亡原因］

屋根の雪下ろしに関わる事故
による死亡者は約30人／年

［雪害による死亡状況］
282人／5年
＝56人／年

屋根落雪
35人（12%）

除雪機
39人（14%）

発症
11人（4%）

　長野県は内陸特有の気候で、一日のうちで最も高い
気温と最も低い気温の差や、一年のうちで最も高い月
の平均気温と最も低い月の平均気温の差が海岸地方に
比べて大きい地域です。
　県北部は季節風の影響で雪の日が多く、北部県境は
3メートル近い積雪になることもあります。中部や南
部の平地は季節風が山脈を越えてくるため空気が乾燥
し、晴れの日が多く積雪も30センチ程度です。同じ
県内でも地域によって積雪量が大きく異なるのが長野
県の特徴です。

屋根の雪下ろしは危険！
毎年約30人が屋根の雪下ろしに関わる事故で亡くなっています。
　過去5年間の雪害による死者
のうち、75％が屋根の雪下ろ
し等の除雪作業中であり、そ
のうち44％が、屋根等からの
転落によるものです。
　また、年齢で見ると76％が
65歳以上の高齢者です。
　豪雪地帯特有の屋根の雪下
ろしは、死亡事故につながる、極
めて危険な作業であり、冬期生
活における不安のひとつとなっ
ています。

国土交通省国土政策局
「豪雪地帯対策における施策の実施状況等」
平成30年11月26日

長野市（一部特豪）、上田市（一部豪雪）、
須坂市（一部豪雪）、中野市、大町市（一部豪雪）、
飯山市、松本市（一部豪雪）、飯田市（一部豪雪）、
安曇野市（一部豪雪）、松川村、白馬村、小谷村、
高山村、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、信濃町、
飯綱町、小川村、栄村
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事前に屋根の状況（雪止めの場所やどこには
しごをかけるかなど）をしっかりと把握してお
くことが大切です。業者にお願いする場合は
降雪前に、屋根の状況を説明しましょう。また
雪止め等の劣化の点検を行いましょう。

屋根の形状を確認 2人以上で声を掛け合って雪下ろ
しをしましょう。それが難しければ、
隣の家に雪下ろしをすると一声か
けて始めましょう。

1人ではやらない

屋根の雪は気温が上がったり太陽
の光に当たると緩んできます。で
きるだけ午前中の早い時間に始め
ましょう。

できれば午前中に 上着は汗を逃がし色が目立つもの
を。足元は長靴。ヘルメットをかぶ
り安全帯とアンカーをロープで繋
ぎましょう。

装備はしっかり

取材・撮影協力／鬼無里プライドプロジェクト

脱着が簡単な安全帯
作業高さにより、適切な安全帯を使用しましょう
（参考：落下防止用器具の安全な使用に関するガイドライン） はしごの角度は75度 雪下ろしに特化した装備がついたはしごも販売されています

雪下
ろし
作業
の

前後
10
分間
が

一番
危険！

※雪下ろしの作業には危険が伴います。作業時は転落防止のため、命綱（安全帯）を固定する設備（アンカー）の設置が
　不可欠です。作業を業者等に依頼する場合も、設備がない場合は引き受けていただけません。

雪おろし、どうしてますか？
屋根の雪下ろしを行う場合は安全対策を万全にして行いましょう。
　雪下ろしの事故は、雪下ろしの前後10分間が最も多いといわれています。特にはしごの昇り降り・雪
下ろしが終わった後のふっと気が抜けた瞬間が危険です。最後の最後まで気を抜かず注意深く行うこと
で事故を防ぎましょう。

雪に強い克雪住宅にしよう
克雪住宅にすることで、冬でも雪処理の負担が軽減されます。
雪下ろしを不要とする、または、雪
下ろしを安全に行うことができる克
雪住宅とするための工事は、補助金
の対象となっています。豪雪地帯で
もより快適に安全に生活できる克雪
住宅をぜひ検討してみましょう。

電熱、温風、
温水、
ヒートパイプ
により加熱

融雪型 自然落雪型 雪下ろし型
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克雪住宅の種類と補助金
補助金の対象となる克雪住宅は下記の３種類です。最近では新技術の開発や材料の発展
とともに、より雪に強い快適な住宅を建てることができます。また新築でなくても、 
リフォームすることで雪への対策をとることもできます。

融雪型 自然落雪型 雪下ろし型

住宅の概要

熱エネルギーの利用により
屋根の雪を融かします。

雪を人力にたよらず落下させ
ます。

命綱固定アンカーを設置す
ることによって、転倒を防止
します。

敷地面積
の制約 なし あり（推雪場） あり（推雪場）

工事費 中
参考工事費：約４万／㎡

中
参考工事費：約３万／㎡

小
参考工事費：約12〜15万円

維持費
大

参考維持費：約11〜24万円／年
（燃料費等）

小
参考維持費：０円

（定期的な塗り替えは必要）

小
参考維持費：０円

（定期的な点検は必要）

補助条件 新築・増改築・改修 改修のみ 改修のみ

補助率※1 対象工事費の1/5
【高齢者世帯等※2は1/4】

対象工事費の1/5
【高齢者世帯等※2は1/4】 対象工事費の1/2

補助上限額 60万円
【高齢者世帯等※2は75万円】

45万円
【高齢者世帯等※2は55万円】 8万円

※１　お住まいの市町村によって、補助制度が異なります。
※２　生計の中心となる者が60歳以上の世帯のほか、母子及び父子世帯などです。
　　　詳細は県および各市町村の要綱でご確認ください。
この他にも、屋根上に載雪しておく耐雪型（補助対象外）があります。
住宅の計画にあたっては、「雪に強い住まいづくり」平成18年12月 長野県も参考にしてください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/kenchiku/kurashi/sumai/shisaku/yuki.html

克雪住宅普及促進事業補助金 令和元年度時点

特別豪雪地帯指定市町村
（飯山市、白馬村、小谷村、高山村、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、信濃町、栄村）

電熱、温風、
温水、
ヒートパイプ
により加熱

対象となる
地　域
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あなたにオススメの克雪住宅は？

　克雪住宅は、その種類によってかかる費用やランニングコストが違います。それぞれを比較検討する
ことで、自分にあった住宅のスタイルが見えてくるはずです。

・�融雪型は、他の方法に比べてランニングコスト（運転費・維持管
理費）がかかります。設置を検討される際は、運転費のシミュレー
ションをしておきましょう。
・�自然落雪型は、融雪型よりもランニングコストはかかりませんが、
定期的な屋根の塗り替えが必要となります。また、落ちた雪の処
理方法を考えておく必要があります。
・�雪下ろし型は、イニシャルコスト、ランニングコストともに最も費
用がかからない方法ですが、雪下ろしをする必要があります。

融雪型

方式によるコストの比較（イメージ）

自然落雪型

高

低

低
イニシャルコスト

高

雪下ろし型

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

はい

新築
ですか？

リフォーム
ですか？

はい

いいえ

いいえ

はい

隣家との間に充分な余地がある

屋根から落ちた雪の処理に困らない

新築・建替えの場合

自然落雪型

融雪型

いいえ

いいえ

いいえ

隣家との間に充分な余地がある

工事費を抑えたい （雪下ろしは自分で行う）

リフォームの場合

自然落雪型

雪下ろし型

融雪型

補助アリ！

補助アリ！

補助アリ！

補助アリ！

はい

はい

屋根から落ちた雪の処理に困らない

ランニングコストも克雪住宅の決め手に！

　たくさんある克雪住宅の中から、あなたの暮らしに合った住宅はどれなのか、チャート
で確認してみましょう。実際に工事を行う際は、工事を行う工務店等と相談し、それぞれ
の長所・短所を理解した上で工事を行ってください。
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雪を融かして快適に〈融雪型住宅〉
融雪型住宅とは、熱や水、温風などによって屋根に積もる雪を融かし、雪
下ろし作業そのものをなくす住宅のことです。工法や熱源等については、
メーカーや工務店でさまざまなものがあるため、降雪量や気温、設置屋根
等の諸条件に合ったものを選ぶようにしましょう。

融雪型住宅
とは

自分の家に適した融雪方法を選ぼう
　�融雪の方法にはいくつかの種類があります。立地条件のほか、設置費用やランニングコスト
等をよく吟味した上で決定することが大切です。

・放熱方式
　�温水や不凍液等を循環させるパイプや
パネル、電気ヒーターなどを屋根材の
上や下に設置し、放熱によって雪を融
かします。
・温風方式
　�温風機などで暖気を送り屋根裏を温め
たり、屋根の仕上げ材と下地材の間に
温風を送り込むことで雪を融かしま
す。生活暖房熱の一部を利用する方法
もあります。

《補助金の対象となる融雪型住宅》
屋根に熱エネルギーの利用による融雪の
ための措置を講じた住宅

《融雪型住宅の補助》

※1　お住まいの市町村によって、補助制度が異なります。
※2　�生計の中心となる者が60歳以上の世帯のほか、母子及び父子

世帯などです。
　　��詳細は県および各市町村の要綱でご確認ください。

補��助��率※1 対象工事費の1/5
【高齢者世帯等※2は1/4】

補助上限額 60万円
【高齢者世帯等※2は75万円】

ここが

Poin
t！

・雪下ろしをしなくて
も自然に屋根の

雪が融ける
・敷地に余裕がない

家に適している

・リフォームで対応す
ることができる

融雪型住宅のメリット

・融雪装置のメンテナ
ンス費や燃料費等

　のランニングコスト
がかかる

・融雪した水の凍結
によるつららの危

険性がある

融雪型住宅の注意点

熱源

配管

ソーラー併置

融雪装置の種類・形状 ヒーターなどの設置方法

パネル
屋根仕上げ材と
下地材の間

屋根
仕上げ材の上

屋根仕上げ材
ヒーター等

融雪する部分

屋根全体 軒先のみ

灯油／ガス／電気／地中熱
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◆
瓦
屋
根
の
積
雪
が
氷
に
！

�

落
下
の
危
険
が
悩
み
の
タ
ネ

　

志
賀
高
原
に
あ
る
企
業
保
養
所
の
管

理
人
を
長
く
つ
と
め
て
き
た
Y
さ
ん
ご

夫
妻
。
若
い
頃
に
建
て
た
山
ノ
内
町
内

の
自
宅
は
、
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

65
歳
で
保
養
所
を
辞
め
て
自
宅
に
戻

り
ま
し
た
が
、
困
っ
た
の
は
屋
根
の
雪

で
す
。
積
雪
は
せ
い
ぜ
い
50
㎝
く
ら
い

と
多
く
は
な
い
も
の
の
、
冷
え
込
み
が

厳
し
い
の
が
こ
の
辺
り
。
Y
家
の
屋
根

は
す
べ
て
瓦
で
、
積
も
っ
た
雪
が
な
か

な
か
落
ち
ず
、
軒
先
で
氷
と
な
っ
て
長

い
つ
ら
ら
が
下
が
り
ま
す
。
そ
し
て
冷

え
込
み
が
緩
む
と
、
氷
が
一
気
に
道
路

に
落
ち
る
の
で
す
。
道
路
の
先
に
は
地

区
の
公
衆
浴
場
（
温
泉
）
が
あ
っ
て
住

民
の
往
来
も
多
い
の
で
、
危
険
を
知
ら

せ
る
看
板
を
立
て
た
り
、
屋
根
に
登
っ

て
氷
を
落
と
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

２
階
建
て
の
瓦
屋
根
は
け
っ
こ
う
高
さ

も
あ
っ
て
滑
り
や
す
く
「
命
綱
を
つ
け

て
命
が
け
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
た
ま
た
ま
見
か
け
た

工
務
店
の
チ
ラ
シ
か
ら
克
雪
住
宅
補
助

金
の
こ
と
を
知
り
、
地
元
の
業
者
に
連

絡
を
し
て
町
役
場
に
申
請
し
、
屋
根
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

◆
瓦
屋
根
は
そ
の
ま
ま
に

�

電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
敷
設

　

２
０
１
８
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て

屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
。
瓦
屋
根

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
庭
側
を
除
く
３

方
向
の
下
部
（
軒
先
）
と
雨
樋
に
、
遠

赤
外
線
の
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
雪
が
凍
り
や
す
い
と
こ
ろ
に

熱
を
通
し
、
融
か
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
狙
い
で
す
。

　

電
気
ヒ
ー
タ
ー
は
付
け
っ
ぱ
な
し

で
は
な
く
、
積
雪
の
様
子
を
み
な
が
ら

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
シ
ー

ズ
ン
の
冬
は
雪
が
少
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
凍
る
こ
と

も
な
く
つ
ら
ら

も
ほ
と
ん
ど
で

き
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
然
、
電

気
代
は
か
か
り

ま
す
が
「
安
心

料
と
思
っ
て
」

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

10
数
年
前
に
は
、
庭
や
敷
地
内
に
地

下
水
を
利
用
し
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
工
し
、

積
も
っ
た
雪
が

自
然
に
融
け
る

よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
屋
根

に
電
気
ヒ
ー

タ
ー
を
取
り
付

け
た
こ
と
に
よ

り
、
雪
片
付
け
の
手
間
が
ほ
と
ん
ど
要

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

◆
知
恵
と
工
夫
で
冬
を
快
適
に

�

多
彩
な
趣
味
を
楽
し
む
日
々

　

現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
い
る
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
、
ス

キ
ー
、
絵
画
な
ど
趣
味
も
多
彩
な
Y
さ

ん
。
特
に
ス
キ
ー
は
国
際
大
会
の
役
員

を
つ
と
め
る
ほ
ど
で
、
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
思
い
出
も
多
い
そ
う
で
す
。

「
体
が
き
か
な
く
な
っ
た
時
の
た
め

に
」
と
始
め
た
油
絵
も
、
勤
務
し
て
い

た
企
業
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
れ
る

な
ど
、
な
か
な
か
の
腕
前
で
す
。

　

お
話
を
伺
っ
た
リ
ビ
ン
グ
に
は
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
こ
れ
も

補
助
金
を
利
用
し
て
設
置
し
た
そ
う
で

す
。
こ
た
つ
に
は
ガ
ス
ヒ
ー
タ
ー
か
ら

ホ
ー
ス
で
熱
を
取
り
込
ん
で
、
省
エ
ネ

を
計
っ
て
い
ま
す
。
天
窓
か
ら
は
柔
ら

か
な
光
が
射
し
込
み
、
壁
に
は
Y
さ
ん

が
描
い
た
風
景
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
知
恵
と
工
夫
で
厳
し
い
冬
を
豊
か

に
暮
ら
す
Y
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

山ノ内町 Yさん宅� リフォーム

工事費用
160万
（うち32万を補助金活用）

氷
の
落
下
で
危
険
を
感
じ

軒
先
に
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
設
置

不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た

融　雪　型
Case1

7



雪を落として快適に〈自然落雪型住宅〉
　自然落雪型住宅とは、屋根に積もった雪を人力ではなく屋根の構造を工
夫することで、自然に敷地内に落下させる住宅のことです。新築の場合
は、地上階の生活に支障をきたさないよう基礎を高くした高床式で建てる
ことが多く、敷地に余裕があればリフォームでも対応できます。

①屋根の形状に気を配ろう
　�屋根の形状は「片流れ」または「切妻」とし、複雑な形や突起物はさけましょう。棟上部に
雪割をつけた方が、より雪が落ちやすくなります。

②屋根の勾配や塗料を考えよう
　�屋根の勾配は5.5/10程度以上が望ましいとされています。また雪が滑りやすい屋根ふき材
や塗料を使用します。
　（塗料は定期的な塗り替えが必要です）

③落雪のための敷地確保はどれくらい
　�自然落雪型住宅にする場合、落雪した雪の堆積場の確保が必
要です。望ましい建ぺい率は30％程度とされています。
　（図1参照）

④落雪のための処理方法は
　�自然落雪型住宅にした場合、落ちた雪の処理方法も検討して
おく必要があります。落ちる場所に融雪池を併設することで
雪の処理が楽になるなどの方法もあります。

《補助金の対象となる自然落雪型住宅》
　�形状を切妻等とし、屋根勾配、屋根材等についての基
準に適合し、落下した雪による危害が生じる恐れのな
いことを確認した住宅

《自然落雪型住宅の補助額等》

片流れ屋根

◇望ましい屋根形状

◇雪の落ちにくい屋根形状

切妻屋根

妻側

落雪の方向の変化

小屋根

平側

1.0 1.6m
1.9m
2.2m
2.4m

1.0m
1.5m
2.0m
2.5m

1.00

2.0

3.0

4.0

5.0

屋根水平長さ3ｍ

■図1

最深積雪深

最大堆雪距離
2.0 3.0 4.0 5.0

6.06.0

※1　お住まいの市町村によって、補助制度が異なります。
※2　生計の中心となる者が60歳以上の世帯のほか、母子及び父子世帯などです。
�詳細は県および各市町村の要綱でご確認ください。

補��助��率※1 対象工事費の1/5
【高齢者世帯等※2は1/4】

補助上限額 45万円
【高齢者世帯等※2は55万円】

自然落雪型
住宅とは

・雪下ろしをしなくて
も自然に屋根の

雪が落ちる
・電気代や灯油代な

どの経費がかから

ない
・リフォームで対応す

ることができる

自然落雪型住宅のメリ
ット

・屋根から落ちた雪
を貯めるスペース

が必要
・雪が滑りやすいよう

屋根の定期的な

塗り替えが必要

・落ちた雪の処理が必
要な場合もある

自然落雪型住宅の注
意点

出典：中村秀臣 「滑落した屋根雪の堆積形状」 日本氷雪学会誌 1978

ここが

Poin
t！

8



◆
ご
主
人
が
亡
く
な
り
、

�

心
配
し
た
息
子
さ
ん
が
提
案

　

田
園
風
景
が
広
が
る
飯
山
市
木
島
に

暮
ら
す
W
さ
ん
。
２
０
１
８
年
に
自
宅

を
全
面
的
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
屋
根
は

庭
側
に
傾
斜
を
つ
け
た
自
然
落
雪
型
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
き
っ
か
け
は
、
２
０ 

１
８
年
１
月
に
W
さ
ん
の
ご
主
人
が
急

逝
し
た
こ
と
で
し
た
。
働
き
者
の
農
家

だ
っ
た
ご
主
人
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
50

年
。
一
男
一
女
の
子
ど
も
に
も
恵
ま

れ
、
ケ
ン
カ
し
つ
つ
も
二
人
三
脚
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ご
主
人
は
作
業

中
の
ケ
ガ
が
原
因
で
あ
っ
け
な
く
逝
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

冬
に
な
れ
ば
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
雪
が
降
る
飯
山
。
既
に
子
ど
も
た
ち

は
独
立
し
て
飯
山
を
離
れ
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
は
ご
主
人
を
中
心
と
し
た
夫
婦

の
共
同
作
業
で
し
た
。
ご
主
人
が
亡
く

な
っ
て
、
こ
の
家
に
暮
ら
す
の
は
W
さ

ん
一
人
と
な
り
、
冬
の
降
雪
を
心
配
し

た
息
子
さ
ん
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
提
案
。

市
役
所
の
担
当
に
相
談
す
る
な
ど
し

て
、
補
助
金
を
使
っ
て
全
面
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
ろ
も
ろ

の
手
続
き
は
す
べ
て
息
子
さ
ん
が
や
っ

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

◆
庭
に
落
ち
た
雪
を

�

融
か
す
た
め
に
追
加
工
事

　

２
０
１
８
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、

築
45
年
程
の
昔
な
が
ら
の
日
本
家
屋

だ
っ
た
自
宅
を
、
土
台
を
残
し
て
す
べ

て
作
り
直
す
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。
屋
根
は
片
側
に
傾
斜
を

つ
け
、
特
殊
な
素
材
の
ト
タ
ン
で
雪
が

庭
に
滑
り
落
ち
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま

す
。
滑
り
落
ち
た
雪
は
、
以
前
か
ら
井

戸
水
を
ホ
ー
ス
で
庭
に
流
す
よ
う
に
し

て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
融
か
そ
う

と
い
う
計
画
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
冬
に
な
り
、
屋
根

か
ら
雪
が
落
ち
て
み
る
と
、
井
戸
水
の

水
量
が
弱
ま
っ
て
い
て
思
う
よ
う
に
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
長
野
市
の
息

子
さ
ん
夫
妻
も
駆
け
つ
け
、
雪
片
付
け

を
手
伝
っ
た
そ
う
で
す
。
「
息
子
の

嫁
は
九
州
出
身
。
最
初
は
へ
っ
ぴ
り
腰

だ
っ
た
け
ど
、
だ
い
ぶ
上
達
し
た
ね
」

と
笑
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
の
夏
、
新
た
に
井
戸
を

掘
っ
て
水
を
揚
げ
る
モ
ー
タ
ー
を
入
れ

替
え
、
パ
イ
プ
を
新
し
く
す
る
工
事
を

追
加
で
行
い
、
水
は
勢
い
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。
「
井
戸
水
だ
か
ら
温
か
い
ん

だ
よ
。
大
根
を
洗
っ
た
り
し
て
」
と
う

れ
し
そ
う
な
W
さ
ん
。

◆
一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
こ
そ

�

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
す
め
た
い

　

ご
主
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
農
業
は

縮
小
し
、
今
は
卓
球
や
お
花
な
ど
自
分

の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
W
さ
ん
。
井

戸
水
の
配
管
が
新
し
く
な
っ
た
こ
れ
か

ら
の
冬
は
、
雪
片
付
け
の
手
間
も
一
段

と
減
り
そ
う
で
す
。

　

冬
は
ご
近
所
さ
ん
を
自
宅
に
招
い
た

り
、
お
宅
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
も
っ

ぱ
ら
「
お
茶
飲
み
専
門
」
と
の
こ
と
。

そ
こ
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
築
け

て
い
ま
す
が
、
回
り
に
は
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
も
多
く
、
雪
下
ろ
し
の
こ

と
は
心
配
で
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
雪
下
ろ
し
が
い
ら
な
い
住
宅
へ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。

飯山市 Wさん宅� リフォーム

一
人
に
な
っ
た
の
を
機
に

雪
下
ろ
し
の
い
ら
な
い
住
宅
に

全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た

自然落雪型
Case2
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雪下ろしを安全・快適に〈雪下ろし型住宅〉
雪下ろし型住宅とは、屋根の頂部等に「命綱固定アンカー」と呼ばれる命
綱を取り付けるための金具を設置した住宅のことです。積雪時でも命綱の
固定がしやすく、移動範囲が広いため、雪下ろしの作業がしやすいことが
特徴です。リフォームで設置することができます。

雪下ろし型住宅
とは

①屋根の形状によって種類や位置が異なる
　�アンカーにはさまざまな形状があり、屋根のタイプに
よって設置できる種類や設置する位置などが異なりま
す。自宅の屋根に適したアンカーを設置しましょう。
・鉄板葺きの屋根の場合
　�雪止めアングルを固定する専用の金具を用いて、瓦棒
の箇所に固定し、支柱と住宅をつなぎます。瓦棒に挟
むため屋根面を傷つけることなく固定できます。
・瓦葺きの屋根の場合
　�瓦屋根の場合は、ボルトやコーチスクリューで構造材である棟木や母屋にアンカーを固定し
ます。漏水の心配はありませんが住宅に合わせた施工が必要なため設置前の調査等に時間が
かかります。

②アンカーの高さは積雪量に合わせて
　�アンカーは、住んでいる地域の積雪量や作業方法によって適した高さが変わります。それぞ
れの特徴をよく理解した上で自宅に合う高さを決めましょう。雪下ろしを業者に依頼する場
合は、あらかじめ相談しましょう。
・高い支柱　良い点／アンカーが積雪で埋もれにくい
　　　　　　注意点／負荷がかかりやすくしっかりとした構造が必要
・低い支柱　良い点／目立ちにくく家の景観が変わりにくい
　　　　　　注意点／アンカーが雪に埋もれやすく掘り起こす必要がある

《補助金の対象となる雪下ろし型住宅》
　�雪下ろし作業の安全対策の向上が図られる命綱固定アンカーの設置等
の措置を講じた住宅

《雪下ろし型住宅の補助》

※1　お住まいの市町村によって、補助制度が異なります。
　　��詳細は県および各市町村の要綱でご確認ください。

補��助��率※1 対象工事費の1/2
補助上限額 8万円

・雪下ろしを今まで
よりも安全に行う

ことができる

・電気代や灯油代な
どの経費がかか

らない
・リフォームで対応す

ることができる

雪下ろし型住宅のメリ
ット

・アンカーがあるから
と慢心せず

　きちんとした装備で
雪下ろしを行う

・雪下ろしは1人で
はやらないように

する

雪下ろし型住宅の注
意点

●鉄板葺きの屋根の場合

●瓦葺きの屋根の場合

●高い支柱
　横桟材の下をくぐれる
　高さにしましょう

　横桟材の上を跨げる
　高さにしましょう

●低い支柱

ここが

Poin
t！
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◆
東
京
か
ら
飯
山
へ
Ｉ
タ
ー
ン

�

雪
の
多
さ
に
驚
く
日
々

　

陶
芸
家
の
ご
主
人
と
娘
さ
ん
２
人
の

家
族
４
人
で
、
35
年
ほ
ど
前
に
東
京
か

ら
飯
山
に
移
住
し
た
Ｈ
さ
ん
。
最
初
は

飯
山
市
の
中
心
市
街
地
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
約
20
年
前
に
高
台
に
あ
る
現

在
の
家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　

飯
山
に
来
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
庭

の
雪
の
上
に
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
が

さ
ら
に
加
わ
っ
て
、
屋
根
よ
り
高
く
な

る
の
を
見
て
「
こ
ん
な
に
積
も
っ
て
、

春
に
な
っ
た
ら
植
物
の
芽
が
出
る
の
か

し
ら
？
」
と
驚
い
た
そ
う
で
す
。
当

然
、
雪
下
ろ
し
も
初
体
験
で
し
た
が
、

幸
い
に
も
「
高
い
と
こ
ろ
が
好
き
」

だ
っ
た
の
で
、
ご
主
人
と
２
人
、
屋

根
に
上
る
の
は
苦
痛
で
は
な
か
っ
た
と

か
。
け
れ
ど
も
５
年
ほ
ど
前
に
ご
主
人

が
亡
く
な
り
、
ご
自
身
も
足
の
故
障
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
民
生
委
員

を
通
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

雪
下
ろ
し
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
独
立

し
て
今
は
県
外
に
住
ん
で
い
る
２
人
の

娘
さ
ん
に
も
「
危
な
い
か
ら
お
母
さ
ん

は
絶
対
や
っ
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

�

依
頼
を
通
じ
て
屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

　

Ｈ
さ
ん
の
お
宅
は
屋
根
の
傾
斜
が

比
較
的
な
だ
ら
か
な
の
で
、
落
下
の

危
険
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
、

市
役
所
か
ら
克
雪
住
宅
助
成
金
の
案
内

が
来
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
屋
根
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

『
若
手
』
と
い
っ
て
も
60
代
。
一
番

年
長
で
は
80
代
で
す
し
、
な
お
さ
ら
安

全
対
策
は
必
要
か
な
と
思
っ
て
。
命

綱
を
つ
け
れ
ば
下
に
落
ち
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
す
か
ら
」
と
Ｈ
さ
ん
。

２
０
１
９
年
11
月
に
、
屋
根
に
命
綱
を

固
定
す
る
ア
ン
カ
ー
（
支
柱
）
等
を
取

り
付
け
る
工
事
を
し
ま
し
た
。

　

２
階
建
て
で
屋
根
が
大
き
い
こ
と
も

あ
り
、
雪
を
下
ろ
す
に
は
「
ま
ず
１
階

の
屋
根
の
雪
を
下
ろ
し
、
そ
の
あ
と
２

階
の
雪
を
１
階
の
屋
根
に
、
最
後
に
そ

れ
を
下
に
」
と
３
段
階
で
の
作
業
が
必

要
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
何
人
か
の
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
来
る

そ
う
で
す
が
、
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
を

付
け
た
こ
と
で
、
今
年
は
安
心
し
て
依

頼
を
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

◆
自
然
の
風
景
に
心
癒
さ
れ

�

四
季
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す

　

山
梨
県
出
身
の
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て
、

大
雪
が
降
る
飯
山
の
暮
ら
し
は
大
変
な

こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
。
引
っ
越
し
て

来
た
と
き
は
夏
で
、
雪
の
こ
と
は
ま
っ

た
く
わ
か
ら
ず
「
知
ら
な
い
か
ら
来
ら

れ
た
ん
で
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。
「
山

梨
は
雪
が
積
も
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
60
㎝

く
ら
い
。
か
え
っ
て
遊
ぶ
の
に
う
れ
し

い
く
ら
い
で
し
た
」
と
Ｈ
さ
ん
。
今
も

「
や
っ
ぱ
り
山
梨
が
い
い
な
」
と
思
う

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
高
社
山
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
若
葉
の
風
景
や
、
近
く

の
ケ
ヤ
キ
の
木
に
雪
が
積
も
っ
た
と
き

な
ど
、
そ
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ

「
つ
い
写
真
を
撮
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」

と
話
し
ま
す
。

　

Ｈ
さ
ん
自
身
も
陶
芸
を
続
け
て
い

て
、
今
も
湯
呑
み
や
小
皿
、
干
支
の
置

物
な
ど
を
作
陶
し
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
畑
も
あ
っ
て
野
菜
作
り
も
楽
し
み

で
す
。
高
社
山
を
真
っ
正
面
に
望
む
高

台
で
、
季
節
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
穏
や

か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

飯山市 Hさん宅� リフォーム

工事費用
19万
（うち8万を補助金活用）

大
き
な
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
は

安
全
対
策
が
必
須
と

命
綱
固
定
の
支
柱
を

付
け
ま
し
た

雪下ろし型
Case3
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◆
安
全
最
優
先
で
屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
決
断

　

農
家
の
次
男
に
産
ま
れ
、
実
家
を
出
て
会
社
勤

め
を
し
て
い
た
Ｉ
さ
ん
。
結
婚
を
機
に
実
家
に
戻

り
、
家
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
３
つ

の
建
物
が
あ
り
、
雪
が
積
も
れ
ば
そ
れ
ら
の
屋
根

の
雪
下
ろ
し
は
Ｉ
さ
ん
の
仕
事
で
す
。「
長
野
市

の
人
は
雪
で
遊
ぶ
こ
と
を
考
え
る
で
し
ょ
う
が
、

こ
こ
ら
辺
の
人
は
雪
下
ろ
し
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

ぱ
い
」
と
笑
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
暮
ら
し
始
め
て
約
30
年
。
ご
自
身
も
高

齢
に
な
っ
て
き
て
、
屋
根
に
上
っ
て
の
雪
下
ろ
し

の
作
業
に
危
険
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
「
な
ん
と
か
し
た
い
…
」
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
飯
山
市
の
広
報
で
克
雪
住
宅
補
助

金
の
こ
と
を
知
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
市
役
所
に
相

談
に
行
き
、
知
り
合
い
の
工
務
店
に
依
頼
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
屋
根
の
角
度
を
つ
け
る
た
め
大
工
事
に

　

２
０
１
８
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
屋

根
を
落
雪
型
に
す
る
工
事
を
実
施
。
工
事
に
先

立
っ
て
見
積
書
や
図
面
を
持
っ
て
市
役
所
に
何
度

も
足
を
運
び
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
初
は
こ
れ
ま
で
の
ト
タ
ン
屋
根
の
角
度
を
活

か
し
、
前
後
に
付
け
足
す
よ
う
な
形
を
取
り
た

◆
住
宅
新
築
に
際
し
融
雪
型
の
屋
根
に

　

情
緒
あ
ふ
れ
る
外
湯
め
ぐ
り
や
ス
キ
ー
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
野
沢
温

泉
村
。
S
さ
ん
は
旅
館
街
の
近
く
で
青
果
店
を
営

ん
で
き
ま
し
た
。
南
西
に
下
っ
た
中
尾
地
区
に
持

ち
家
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
店
舗
と
自
宅
を

兼
ね
て
き
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
空
き
家
状
態
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。
お
店
を
閉
店
す
る
に
あ
た
り
、

こ
こ
に
あ
る
古
い
住
宅
を
壊
し
て
、
新
た
に
住
居

を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
業
者
や
役
場
か
ら
克
雪
住
宅

補
助
金
の
こ
と
を
聞
き
、
屋
根
を
融
雪
型
に
し
て

補
助
を
受
け
ま
し
た
。
落
雪
型
よ
り
維
持
費
が
か

か
り
ま
す
が「
落
雪
型
だ
と
場
所
を
選
ぶ
で
し
ょ
。

裏
に
落
ち
れ
ば
迷
惑
だ
し
、
前
に
落
と
せ
ば
片
付

け
る
の
に
骨
が
折
れ
る
。
人
を
頼
む
と
い
っ
て
も

大
変
だ
し
ね
」
と
S
さ
ん
。

◆
雪
下
ろ
し
の
空
い
た
時
間
は
商
売
に

　

２
０
１
８
年
早
春
か
ら
工
事
を
始
め
て
９
月

い
っ
ぱ
い
で
引
き
渡
し
。
ト
タ
ン
屋
根
の
下
に

ヒ
ー
タ
ー
を
入
れ
、
電
気
や
灯
油
よ
り
は
利
便
性

の
高
い
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

冬
に
な
り
い
ざ
試
運
転
…
と
い
う
段
階
で
ボ
イ

ラ
ー
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
１
月
末
く
ら
い
ま
で

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
克
雪
住
宅
の
基
準
に
合
わ

な
い
た
め
、
古
い
屋
根
の
上
に
新
し
い
ト
タ
ン
屋

根
を
乗
せ
て
角
度
を
つ
け
る
こ
と
に
。
高
く
大
き

く
な
っ
た
屋
根
は
玄
関
先
を
ま
た
い
で
前
に
出
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
屋
根
を
支
え
る
柱

を
新
た
に
２
本
建
て
る
な
ど
、
工
事
も
大
が
か
り

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

◆
仕
事
に
趣
味
に
充
実
の
日
々

　

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
て
か
ら
、
自
宅
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
は
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ほ

か
に
建
物
が
２
つ
あ
り
敷
地
も
広
い
の
で
、
ま
だ

ま
だ
雪
下
ろ
し
や
片
付
け
の
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
「
そ
れ
で
も
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
Ｉ
さ
ん
。

会
社
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
は
、
地
域
の
役
員
な

ど
で
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
ゆ
と
り

が
出
て
き
た
の
で
、
半
日
、
近
く
の
会
社
に
勤
め

に
行
き
、
空
い
た
時
間

は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通

う
な
ど
趣
味
に
利
用
し

て
い
ま
す
。「
雪
下
ろ

し
の
時
間
が
少
な
く
な

り
、
ジ
ム
に
も
通
い
や

す
く
な
り
そ
う
で
す
」

と
笑
顔
で
し
た
。

修
理
に
か
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
は
順

調
に
融
雪
す
る
よ
う
に
な
り
、
雪
下
ろ
し
の
た
め

に
屋
根
に
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

S
さ
ん
は
注
文
販
売
な
ど
の
仕
事
を
続
け
て
い

て
、
雪
片
付
け
の
手
間
が
減
っ
た
分
、
商
売
に
精

を
出
せ
る
と
言
い
ま
す
。

◆
地
域
資
源
を
守
る
野
沢
温
泉
村
の
暮
ら
し

　

野
沢
温
泉
村
の
外
湯
は
野
沢
組
総
代
以
下
組
員

の
管
理
の
下
で
守
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
S
さ
ん

の
自
宅
が
あ
る
中
尾
地
区
に
も
外
湯「
中
尾
の
湯
」

が
あ
り
、
S
さ
ん
も
利
用
し
ま
す
。
庭
に
は
小
さ

な
池
が
あ
り
、
そ
れ
は
川
の
水
が
流
れ
て
き
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。
田
ん
ぼ
を
潤
し
、
雪
を
消
し

て
く
れ
る
「
水
」
も
大
切
な
資
源
な
の
で
す
。「
川

の
水
が
涸
れ
な
い
よ
う
に
、
山
へ
行
っ
て
水
源
か

ら
掃
除
し
て
く
る

ん
だ
よ
」
と
S
さ

ん
。
昔
か
ら
地
域

の
資
源
と
人
の
つ

な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
た
、
野
沢

温
泉
村
の
暮
ら
し

が
そ
こ
に
あ
り
ま

し
た
。

飯山市 Iさん宅� リフォーム

工事費用
312万
（うち42万を補助金活用）

野沢温泉村 Sさん宅� 新　築

雪
下
ろ
し
に

危
険
を
感
じ

落
雪
型
の

屋
根
に
し
ま
し
た

融
雪
型
の
屋
根
で

雪
下
ろ
し
不
要
に

自然落雪型
Case5

融　雪　型
Case4

12



◆
燃
料
費
節
約
で
融
雪
型
か
ら
落
雪
型
に

　

日
本
有
数
の
豪
雪
地
・
栄
村
の
山
あ
い
に
、
ひ

と
き
わ
存
在
感
を
放
つ
築
２
０
０
年
以
上
の
日
本

家
屋
。Ｋ
さ
ん
は
こ
の
家
に
奥
様
と
95
歳
の
母
親
、

息
子
さ
ん
の
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
母
屋
の

大
き
な
屋
根
は
も
と
も
と
茅
葺
き
で
、
40
年
ほ
ど

前
に
そ
こ
に
瓦
屋
根
風
の
ト
タ
ン
を
の
せ
て
、
落

雪
型
の
屋
根
に
し
ま
し
た
。

　

母
屋
か
ら
玄
関
先
に
突
き
出
た
よ
う
な
建
物
の

屋
根
は
、
昨
今
の
灯
油
代
の
値
上
が
り
か
ら
融
雪

方
で
な
く
「
落
雪
型
に
し
た
い
」
と
地
元
の
建
設

業
者
に
相
談
。
業
者
か
ら
補
助
金
が
出
る
こ
と
を

聞
き
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
に
関
わ
る
こ
と
は
申
請
か
ら
す
べ
て
業
者

に
任
せ
て
、
助
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

◆
大
雪
の
朝
は
４
時
か
ら
除
雪

　

落
雪
型
の
屋
根
の
場
合
、
落
ち
た
雪
を
片
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。Ｋ
さ
ん
の
お
宅
の
場
合
、

母
屋
の
大
屋
根
の
分
を
合
わ
せ
る
と
大
変
な
量
の

雪
に
な
り
ま
す
。
栄
村
内
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

を
し
て
い
る
Ｋ
さ
ん
は
、
雪
が
降
れ
ば
朝
４
時
前

に
は
起
き
て
、
除
雪
を
し
て
か
ら
出
勤
し
ま
す
。

玄
関
先
を
落
雪
型
に
し
た
こ
と
で
、
除
雪
の
手
間

は
増
え
ま
し
た
が
「
除
雪
車
が
あ
れ
ば
元
気
な
う

◆
一
晩
で
１
メ
ー
ト
ル
の
積
雪

　

飯
山
市
静
間
。
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

建
ち
並
ぶ
国
道
１
１
７
号
線
か
ら
西
の
山
側
に
向

か
い
、
JR
飯
山
線
の
線
路
の
先
に
Ｆ
さ
ん
の
お
宅

が
あ
り
ま
す
。
国
道
か
ら
は
歩
い
て
15
分
程
度
で

す
が
、
線
路
を
越
え
る
と
急
に
雪
が
深
く
な
る
と

い
い
ま
す
。
「
降
る
と
き
は
一
晩
で
１
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
。
雪
の
重
み
で
窓
も
開
か
な
く
な
り
ま
す
」
と

Ｆ
さ
ん
。
４
〜
５
年
前
ま
で
は
ご
自
身
で
屋
根
に

上
が
っ
て
雪
下
ろ
し
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
ご

高
齢
に
な
り
今
は
人
に
頼
ん
で
い
ま
す
。

◆
人
に
頼
む
以
上
、
安
全
対
策
は
必
須

　

そ
ん
な
中
、
飯
山
市
か
ら
克
雪
住
宅
補
助
金

の
案
内
を
も
ら
い
「
人
に
下
ろ
し
て
も
ら
う
の

だ
か
ら
、
安
全
対
策

は
ち
ゃ
ん
と
し
な
い

と
」
と
、
２
０
１
９

年
10
月
に
屋
根
を

「
雪
下
ろ
し
型
」
に

リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し

た
。
こ
の
方
法
は
屋

根
に
「
ア
ン
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
命
綱
を

固
定
す
る
支
柱
を
設

ち
は
大
丈
夫
。
そ
れ
よ
り
灯
油
代
が
か
か
る
方
が

大
変
だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

◆
古
民
家
で
雪
と
と
も
に
暮
ら
す

　

２
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
こ
の
家
に
住
み
続

け
て
き
た
Ｋ
家
。
太
い

柱
が
支
え
る
家
は
、
長

野
県
北
部
地
震
の
揺
れ

に
も
持
ち
こ
た
え
た
そ

う
で
す
。「
食
器
な
ど

は
落
ち
た
り
し
た
の
で

す
が
、
驚
い
た
こ
と
に

神
棚
か
ら
は
物
が
落
ち

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
K
さ
ん
。「
昔
は
冠
婚
葬
祭
を
み
ん
な
家
で
や
っ

て
い
た
か
ら
賑
や
か
だ
っ
た
よ
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
語
る
と
お
り
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
入
れ
る

間
取
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
は
家
族
４
人
生
活

す
る
だ
け
の
空
間
を
確
保
し
て
上
手
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

雪
片
付
け
も
生
活
の
一
部
。と
は
い
え
、３
メ
ー

ト
ル
以
上
も
積
も
る
と
な
か
な
か
手
強
い
存
在
で

す
。
K
さ
ん
は
「
今
年
も
小
雪
を
望
み
た
い
ね
」

と
冗
談
ぽ
く
言
い
ま
し
た
。

置
す
る
も
の
で
、
比
較
的
安
価
で
工
事
期
間
も
短

く
済
み
ま
す
。
Ｆ
さ
ん
の
お
宅
も
４
日
ほ
ど
で
工

事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
支
柱
の
高
さ
は
１
１
０

cm
。
見
た
目
は
「
高
い
な
」
と
感
じ
ま
す
が
、
雪

が
積
も
っ
て
も
埋
も
れ
な
い
よ
う
に
、
あ
る
程
度

の
高
さ
が
必
要
な
の
で
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
初
め
て
の
冬
。
命
綱
を
つ

け
る
と
動
き
が
制
限
さ
れ
る
の
で
「
嫌
が
る
人
も

い
る
か
も
」
と
奥
様
。
ご
主
人
は
自
分
で
も
落
下

の
経
験
が
あ
る
そ
う
で
「
い
く
ら
気
を
つ
け
て
い

て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
落
ち
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
対
策
は
必
要
」
と
話
し
ま
す
。

◆
雪
と
と
も
に
あ
る
飯
山
の
暮
ら
し

　

Ｆ
さ
ん
ご
夫
妻
は
結
婚
し
て
40
年
以
上
。
85
歳

を
超
え
て
お
二
人
と
も
お
元
気
で
す
。
部
屋
に
は

奥
様
が
趣
味
で
作
っ
て
き
た
多
く
の
人
形
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
も
に
飯
山
育
ち
で
、
子
ど
も
の

頃
は
も
っ
と
雪
が
積
も
っ
た
そ
う
。
２
月
の
寒
中

休
み
は
ず
っ
と
雪
下
ろ
し
を
手
伝
っ
た
と
言
い
ま

す
。
最
近
は
雪
が
少
な
い
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す

が
「
や
っ
ぱ
り
冬
の
飯
山
は
雪
が
降
ら
な
い
と
。

ス
キ
ー
場
や
除
雪
の
仕
事
に
も
影
響
す
る
し
」
と

Ｆ
さ
ん
。
雪
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
Ｆ
さ
ん
な

ら
で
は
の
言
葉
で
す
。

栄村 Kさん宅� リフォーム

工事費用
179万
（うち35万を補助金活用）

飯山市 Fさん宅� リフォーム

工事費用
20万
（うち8万を補助金活用）

燃
料
代
節
約
の
た
め

落
雪
型
の
屋
根
に

落
下
の

危
険
防
止
の
た
め

ア
ン
カ
ー
を
設
置

自然落雪型
Case6

雪下ろし型
Case7
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克雪住宅　補助金申請の流れ
　この補助金は克雪住宅の整備により、雪下ろしの負担低減及び雪下ろし作業中の転落事故を未然に防
止することを目的としています。
　補助金の交付にあたっては、県及び市町村の補助金交付要綱に基づき手続きを行う必要があります。
　詳しくは問い合わせ先担当窓口へご連絡ください。

お問い合わせ先（住宅が所在する市町村または県建設事務所建築担当課）

市町村名 担当窓口 電話番号

飯山市 移住定住
推進課 0269-62-3111

白馬村 建設課 0261-85-0724

小谷村 観光振興課 0261-82-2585

市町村名 担当窓口 電話番号

高山村 建設水道課 026-214-9297

山ノ内町 総務課 0269-33-3111

木島平村 建設課 0269-82-3111

・対象となる住宅は、自ら居住または所有
する住宅（居住部分の床面積が延べ床面
積の１/２以上の併用住宅含む）です。

・自然落雪型については、屋根勾配、屋根
材についての基準があります。

・冬季の雪下ろしに不安を感じたら、克雪
住宅を検討してみましょう。

・P5のチャートを使って、あなたの暮らし
にあった克雪住宅を確認してください。

・工事を行う工務店等の業者に、工事方
法、費用等について相談しましょう。

・市町村窓口で、手続き方法、補助金の額
等、補助制度の説明を受けましょう。

STEP1
克雪住宅の検討

工事内容等が決まったら、交付申請を行い
ます。
・申請先は市町村担当課窓口になります。
・申請に必要なもの
　　交付申請書
　　工事個所、工事内容が分かる図面
　　工事費見積書、現地写真
　　誓約書、住民票、納税証明書　等
・基準への適合が確認されれば、補助金の
交付決定が通知されます。

STEP2
補助金の申請

留意点
・冬季は工事が困難になります。工事期間
を見込み、余裕を持った申請を行いま
しょう。

・業者とよく打合せを行いながら工事を進
めましょう。特に居住しながらの工事の
場合は、事故の無いよう工事範囲を確認
しましょう。
・申請者への補助金の支払いは、事業完了
（業者への支払いが終わった時点）後と
なります。

・交付決定の通知を受けたら、契約し工事
を進めましょう。（交付決定通知を受ける
前に着手はできません。）

・工事内容に変更が生じた場合は、変更申
請が必要になります。

・申請通りの工事が完了したら、業者に工
事費を支払ってください。

STEP3
工事の実施

留意点

・事業が完了したら、実績報告を行います。
・提出先は市町村担当課窓口になります。
・実績報告に必要なもの
　　実績報告書
　　工事写真、工事に係る領収書の写し
・申請通りの工事の完了が確認されれば、
補助金の額の確定が通知されます。

・補助金請求書を提出し、補助金が支払わ
れます。

STEP4
補助金の受領

留意点
・実績報告は、事業完了後30日以内に行
う必要があります。

留意点
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お問い合わせ先（住宅が所在する市町村または県建設事務所建築担当課）

建設事務所名 担当窓口 電話番号

大町
建設事務所

整備・
建築課 0261-23-6524

長野
建設事務所 建築課 026-234-9530

北信
建設事務所 建築課 0269-23-0220

市町村名 担当窓口 電話番号

野沢温泉村 建設水道課 0269-85-3113

信濃町 建設水道課 026-255-6821

栄村 産業建設課 0269-87-3113

・対象となる住宅は、自ら居住または所有
する住宅（居住部分の床面積が延べ床面
積の１/２以上の併用住宅含む）です。

・自然落雪型については、屋根勾配、屋根
材についての基準があります。

・冬季の雪下ろしに不安を感じたら、克雪
住宅を検討してみましょう。

・P5のチャートを使って、あなたの暮らし
にあった克雪住宅を確認してください。

・工事を行う工務店等の業者に、工事方
法、費用等について相談しましょう。

・市町村窓口で、手続き方法、補助金の額
等、補助制度の説明を受けましょう。

STEP1
克雪住宅の検討

工事内容等が決まったら、交付申請を行い
ます。
・申請先は市町村担当課窓口になります。
・申請に必要なもの
　　交付申請書
　　工事個所、工事内容が分かる図面
　　工事費見積書、現地写真
　　誓約書、住民票、納税証明書　等
・基準への適合が確認されれば、補助金の
交付決定が通知されます。

STEP2
補助金の申請

留意点
・冬季は工事が困難になります。工事期間
を見込み、余裕を持った申請を行いま
しょう。

・業者とよく打合せを行いながら工事を進
めましょう。特に居住しながらの工事の
場合は、事故の無いよう工事範囲を確認
しましょう。
・申請者への補助金の支払いは、事業完了
（業者への支払いが終わった時点）後と
なります。

・交付決定の通知を受けたら、契約し工事
を進めましょう。（交付決定通知を受ける
前に着手はできません。）

・工事内容に変更が生じた場合は、変更申
請が必要になります。

・申請通りの工事が完了したら、業者に工
事費を支払ってください。

STEP3
工事の実施

留意点

・事業が完了したら、実績報告を行います。
・提出先は市町村担当課窓口になります。
・実績報告に必要なもの
　　実績報告書
　　工事写真、工事に係る領収書の写し
・申請通りの工事の完了が確認されれば、
補助金の額の確定が通知されます。

・補助金請求書を提出し、補助金が支払わ
れます。

STEP4
補助金の受領

留意点
・実績報告は、事業完了後30日以内に行
う必要があります。

留意点
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そうだ
ワン！

補助
金を
活用

して

雪下ろ
しの不

安を解
消しよ

う！

克雪住宅普及促進事業補助金ガイドブック

長野県北信建設事務所
〒383-8515 長野県中野市大字壁田955

TEL.0269-23-0220　FAX.0269-28-0770

快適
だニ
ャ

※記載の内容は令和元年度版のものです。


